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Li5SiN3（格子定数 a=4.724 Å、空間群 𝐼𝑎3̅ [1]、Li8SiN4（格子定数 a = 10.217Å、c = 

9.536 Å、空間群 P4/ncc or P42nm [2,3]）および GaN のラザフォード後方散乱（RBS）

法による組成比の分析を行った。 

Li8SiN4は Li3N（純度 99.5 %）と Si（純度 99.999 %）を分子量比 2.5 : 1 に計量し、粉

末状態で混合したものを Ta 製のるつぼに挿入後、700 Torr の N2雰囲気中で 1073 K、30

分の熱処理により作製した。同様に、Li5SiN3は Li3N（純度 99.5 %）と Si3N4（純度 99.99 %）

を分子量比 10 : 1 に計量し、700 Torr の N2雰囲気中で 1073 K、1 時間の熱処理により作製し

た。作製した結晶は粉末 X 線回折法より単一層であることを確認した。 

RBS により Li5SiN3 、Li8SiN4 の組成比の分析を行うため、作製した Li5SiN3 および

Li8SiN4を粉末にしたものをプレス機で固め、ペレット状にした試料のランダムスペクトル

の測定を行った。分析ビームとして加速エネルギー1.5 MeV の水素イオンを用い、散乱角

は 150 °で測定を行った。RBS 測定の結果、Li、Si、N、O に起因するピークがそれぞれ

の試料で観測された。O のピークが観測されたのは試料の酸化が原因であると考えられる。

また測定結果より、Backscattering Spectrometry [4]と SRIM シミュレーションを用いて

各試料の組成比を算出した。その結果、組成比は Li5.87SiN7.30、Li9.46SiN4.24であった。 

また、参考試料として GaN（bulk, powder）のランダムスペクトルの測定も同条件で行

った。GaN（powder）はプレス機を用いて固め、ペレット状にした試料を測定に使用した。

RBS 測定の結果、GaN（bulk）の組成比は Ga0.962N となり、GaN（powder）は Ga0.971N

となった。これらの結果より、GaN（bulk、powder）の組成比は参考試料としての適切な

値を得ることができたため、Li 窒化物の組成比のズレは酸化の有無が測定スペクトルに影

響を及ぼしていることが考えられる。 
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